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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商品を陳列する陳列室内をＬＥＤ照明装置にて照明する複数台のショーケースを制御す
る制御装置において、
　並設された前記複数台のショーケースのうち、最初に人の接近を感知できる位置のショ
ーケースに設けられ、人の接近を感知するための人感センサと、周囲の明るさを検出する
照度センサとを備え、
　前記照度センサが検出する周囲の照度に合わせ、当該周囲の照度よりも所定の照度だけ
前記陳列室内が明るくなるよう前記ＬＥＤ照明装置の最大照度を決定すると共に、
　前記人感センサが人の接近を感知した場合、前記複数台のショーケース全てのＬＥＤ照
明装置の照度を前記最大照度まで明るくすることを特徴とするショーケースの制御装置。
【請求項２】
　前記人感センサが設けられたショーケースを初めとして当該ショーケースより遠い位置
のショーケースに渡って順次ＬＥＤ照明装置の照度を明るくして行くことを特徴とする請
求項１に記載のショーケースの制御装置。
【請求項３】
　前記複数台のショーケースは相互に対向して少なくとも二列設けられており、前記人感
センサは対向する前記ショーケースの何れか一方に設けられ、当該人感センサの感知によ
る前記ＬＥＤ照明装置の制御は、対向する一対のショーケース双方のＬＥＤ照明装置につ
いて実行されることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のショーケースの制御装置
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【請求項４】
　前記各ショーケースは、前記陳列室内において商品を冷却しながら陳列すると共に、当
該陳列室内の温度を検出する温度センサを備え、前記陳列室内の温度が予め設定された高
温度値まで上昇したことを前記温度センサが検出した場合、当該温度センサが設けられた
ショーケースのＬＥＤ照明装置の照度を暗くすることを特徴とする請求項１乃至請求項３
のうちの何れかに記載のショーケースの制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、商品を陳列する陳列室内をＬＥＤ照明装置にて照明して成る複数台のショー
ケースを制御する制御装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より陳列室内に商品を陳列し、該商品を照明するために照明装置が設けられたショ
ーケースでは、照明装置として蛍光灯が用いられていた（例えば特許文献１参照）。前面
開口縁中央部又は開口縁両側に上下方向の支柱を立設し、この支柱後面に蛍光灯を取り付
け、陳列室内を前方から照明している（例えば、特許文献１及び特許文献２参照）。
【特許文献１】特開平８－２２４１５０号公報
【特許文献２】実用新案登録第２５４６３０２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上述したような蛍光灯は、経年劣化による輝度の低下や点灯不良により、交換作業が余
儀なくされる。そのため、使用者は、蛍光灯の交換作業を強いられることとなり、作業が
煩雑となる問題がある。交換のため新しい蛍光灯を常備しておく必要があり、当該蛍光灯
の保管場所を確保する必要がある。更には、当該蛍光灯内に水銀が含有されていることか
ら、使用後の蛍光灯を容易に廃棄することができないという問題があった。
【０００４】
　また、従来用いられていた蛍光灯は、冷却空間とされた陳列室内が低温であることから
ＯＮに切り換えられた直後は、所定の照度を実現するのにある程度の時間が必要となる。
そのため、ＯＮ／ＯＦＦを頻繁に行うと安定した照明を行うことができず、また、これに
よって、それ自体の寿命が短くなる問題がある。そのため、頻回なＯＮ／ＯＦＦや照度変
更制御によって照明の演出効果を実現することは困難であった。従って、複数台のショー
ケースに設けられた照明装置を制御することによって、全体として演出効果の高い照明を
実現することは困難であった。
【０００５】
　本発明は、従来の技術的課題を解決するために成されたものであり、ＯＮ／ＯＦＦによ
る耐久性が高く、低温環境下でも所定の照度を確保することができるＬＥＤ照明装置によ
って、演出効果の高い適切な照明を実現することができるショーケースを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、商品を陳列する陳列室内をＬＥＤ照明装置にて照明する複数台のショーケー
スを制御する制御装置であって、並設された複数台のショーケースのうち、最初に人の接
近を感知できる位置のショーケースに設けられ、人の接近を感知するための人感センサと
、周囲の明るさを検出する照度センサとを備え、照度センサが検出する周囲の照度に合わ
せ、当該周囲の照度よりも所定の照度だけ陳列室内が明るくなるようＬＥＤ照明装置の最
大照度を決定すると共に、人感センサが人の接近を感知した場合、複数台のショーケース
全てのＬＥＤ照明装置の照度を前記最大照度まで明るくすることを特徴とする。
【０００７】
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　請求項２の発明の制御装置は、上記発明において、人感センサが設けられたショーケー
スを初めとして当該ショーケースより遠い位置のショーケースに渡って順次ＬＥＤ照明装
置の照度を明るくして行くことを特徴とする。
【０００８】
　請求項３の発明の制御装置は、上記各発明において、複数台のショーケースは相互に対
向して少なくとも二列設けられており、人感センサは対向するショーケースの何れか一方
に設けられ、当該人感センサの感知によるＬＥＤ照明装置の制御は、対向する一対のショ
ーケース双方のＬＥＤ照明装置について実行されることを特徴とする。
【０００９】
　請求項４の発明の制御装置は、上記各発明において、各ショーケースは、陳列室内にお
いて商品を冷却しながら陳列すると共に、当該陳列室内の温度を検出する温度センサを備
え、陳列室内の温度が予め設定された高温度値まで上昇したことを温度センサが検出した
場合、当該温度センサが設けられたショーケースのＬＥＤ照明装置の照度を暗くすること
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、商品を陳列する陳列室内をＬＥＤ照明装置にて照明する複数台のショ
ーケースを制御する制御装置において、並設された複数台のショーケースのうち、最初に
人の接近を感知できる位置のショーケースに設けられ、人の接近を感知するための人感セ
ンサを備え、該人感センサが人の接近を感知した場合、複数台のショーケース全てのＬＥ
Ｄ照明装置の照度を明るくすることにより、少ない数の人感センサにて人の接近を感知し
、これに基づいて複数台のショーケースすべてのＬＥＤ照明装置の照度を制御することが
可能となる。そのため、設置コストの高騰を抑制することが可能となる。
【００１１】
　また、最初に人の接近を感知できる位置のショーケースに設けられた人感センサによる
人の接近感知に基づき、すべてのＬＥＤ照明装置は明るい照度にて照明を行うことから、
必要以上にＬＥＤ照明装置が点灯されることによるランニングコストの高騰を抑制するこ
とが可能となる。
【００１２】
　特に、周囲の明るさを検出する照度センサを備え、該照度センサが検出する周囲の明る
さに合わせ、当該周囲の照度よりも所定の照度だけ陳列室内が明るくなるようＬＥＤ照明
装置の最大照度を決定し、決定された当該最大照度までＬＥＤ照明装置を明るくするので
、ショーケースのＬＥＤ照明装置による明るさを、当該ショーケースが設置される店舗内
等の周囲の明るさと調和させることができ、周囲の照明との違和感を回避することが可能
となる。
【００１３】
　これにより、適切な照度にてそれぞれのＬＥＤ照明装置により各ショーケースの陳列室
内を照明することが可能となり、照明効果の向上を実現することができる。
【００１４】
　請求項２の発明によれば、上記発明に加えて、人感センサが設けられたショーケースを
初めとして当該ショーケースより遠い位置のショーケースに渡って順次ＬＥＤ照明装置の
照度を明るくして行くので、各ショーケースに設けられるＬＥＤ照明装置による照明演出
効果を向上させることができ、陳列効果の向上を図ることができる。
【００１５】
　請求項３の発明によれば、上記各発明に加えて、複数台のショーケースは相互に対向し
て少なくとも二列設けられており、人感センサは対向するショーケースの何れか一方に設
けられ、当該人感センサの感知によるＬＥＤ照明装置の制御は、対向する一対のショーケ
ース双方のＬＥＤ照明装置について実行されることで、全てのショーケースに人感センサ
を設けることなく対応する何れか一方のショーケースに設けられた人感センサの人の接近
感知に基づいてショーケースのＬＥＤ照明装置の照度を制御することが可能となる。
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【００１６】
　そのため、全てのショーケースに人感センサを設置する場合に比して、設置コストの高
騰を抑制することが可能となると共に、相互に対応するショーケースを一対として同様の
照明制御が行われるため、演出効果の向上を図ることが可能となる。
【００１７】
　請求項４の発明によれば、上記各発明に加えて、各ショーケースは、陳列室内において
商品を冷却しながら陳列すると共に、当該陳列室内の温度を検出する温度センサを備え、
陳列室内の温度が予め設定された高温度値まで上昇したことを温度センサが検出した場合
、当該温度センサが設けられたショーケースのＬＥＤ照明装置の照度を暗くすることによ
り、ＬＥＤ照明装置の設置環境の温度に基づきＬＥＤ照明装置自体からの発熱を低減する
制御を行うことが可能となる。
【００１８】
　これにより、例えば試運転時やメンテナンス時など陳列室内が所定の冷却温度にまで冷
却されていない状態でＬＥＤ照明装置の照度が明るく点灯されることにより、異常に該Ｌ
ＥＤ照明装置が加熱され、それ自体の劣化や故障が生じる不都合を回避することが可能と
なる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、図面に基づいて本発明の実施形態を詳述する。
【実施例１】
【００２０】
　図１は本発明を適用するショーケース１の正面図、図２はショーケース１の部分拡大断
面図を示している。ショーケース１は、前面に開口した断熱箱体（断熱壁）２により本体
が構成される低温ショーケースである。
【００２１】
　この断熱箱体２内には、陳列室５が構成されると共に、陳列室５の前面開口６の上端か
ら下端に渡って内部を透視可能とされる複数の回動式の内部を透視可能なガラス扉７にて
開閉自在に閉塞されている。断熱箱体２の前面開口６縁には、所定間隔を存して複数の支
柱８が上下に渡って設けられている。係る構成により、各ガラス扉７は、後面縁部が前面
開口６縁部と、支柱８前面に密着することにより、陳列室５内を閉塞している。
【００２２】
　また、陳列室５の背面及び前部には、上下に渡って棚支柱１０が立設されており、当該
棚支柱１０には、複数段の棚９が架設されている。なお、当該棚支柱１０には、所定間隔
を存して複数の係合孔が形成されており、棚９を架設する係合孔を変更することにより、
棚９の高さ位置を変更することができる。
【００２３】
　また、陳列室５内上部には、冷却装置Ｒ（図５のみ図示する）の冷却器と送風機が設置
されている。冷却器は、別置きで設置される図示しない圧縮機及び凝縮器等と所謂冷凍サ
イクルを構成する冷却装置を構成するものであり、この冷却器からの冷気を送風機にて陳
列室５に強制循環することによって、陳列室５内は所定の温度に冷却される。
【００２４】
　ここで、本体を構成する断熱箱体２の開口６縁内側、具体的には、陳列室５の前隅角部
及び支柱８には、上下に渡ってＬＥＤ照明装置１５が設けられている。このＬＥＤ照明装
置１５は、複数のＬＥＤ照明部材１６と、当該ＬＥＤ照明部材１６を保持して断熱箱体２
の開口６縁内側に取り付けられる保持部材２１と、シェード３０などから構成されている
。
【００２５】
　ＬＥＤ照明部材１６は、図３のＬＥＤ照明装置１５の側面図に示すように複数のＬＥＤ
素子１７が配設された基板１８により構成されており、当該基板１８は取付板２０に固定
されている。基板１８は、長手方向に延在して構成されており、当該基板１８には、所定
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間隔を存して複数のＬＥＤ素子１７が取り付けられている。本実施例におけるＬＥＤ素子
１７は、チップタイプの白色のＬＥＤ素子である。
【００２６】
　そして、ＬＥＤ素子１７が取り付けられた取付板２０は、断熱箱体２の前面開口６に対
し上下に延在して構成される保持部材２１にネジ止めにて固定される。この保持部材２１
は、支柱８の後面に後方に延在して設けられる照明取付部４６、又は、断熱箱体２の前隅
角部を構成する前壁後面に当接して取り付けられる。
【００２７】
　保持部材２１は、断面略コ字状を呈しており、内部に取り付けられるＬＥＤ素子１７の
光照射側に位置する開口部には、上下に渡って透光性の無色透明の材料により構成される
シェード３０が設けられている。なお、本実施例では、支柱８の照明取付部４６の両側面
にそれぞれ当該保持部材２１の断面略コ字状の開口部と対向する側壁２４が当接して固定
される。そのため、ＬＥＤ素子１７が設けられた保持部材２１（複数のＬＥＤ照明部材１
６から構成されるＬＥＤ照明装置１５）は、支柱８の照明取付部４６を介して背中合わせ
にて設けられることとなる。また、前隅角部に設けられるＬＥＤ照明装置１５は、ＬＥＤ
素子１７による照射光が陳列室５内方に向けて照射されるように設けられる。
【００２８】
　なお、保持部材２１の前壁は、支柱８の後方に位置し、所定角度後方に向けて折曲され
た反射板部２３とされる。
【００２９】
　また、本実施例では、上述した如きＬＥＤ照明部材１６を保持部材２１に複数（４つ）
、取り付けている。ただし、当該ＬＥＤ照明装置１５は、前面開口６の上端及び下端に渡
って構成される単一のＬＥＤ照明部材１６により構成しても良いが、本実施例の如く複数
のＬＥＤ照明部材１６により構成することで、生産コストの低減を図ることができると共
に、取扱性の向上を図ることが可能となる。
【００３０】
　次に、図４の制御システム構成図を参照して本発明のショーケースの制御装置について
説明する。本発明の制御装置は、複数台の上述した如きショーケース１が設置されたスー
パーマーケットなどの店舗に採用されるものである。本実施例はその一例として、ショー
ケース１が４台（複数台）並設された列３１が相互に対向して二列（３１Ａ、３１Ｂ）設
けられており、これらのショーケース１の列の間は所定間隔を存して顧客等が通過する通
路Ｐが形成されている。即ち、列３１Ａを構成するショーケースは、通路Ｐの入口側から
順にショーケース１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、１Ｄとし、列３１Ｂを構成するショーケースは、通
路Ｐの入口側から順にショーケース１Ｅ、１Ｆ、１Ｇ、１Ｈとする。従って、ショーケー
ス１Ａは、ショーケース１Ｅと、ショーケース１Ｂは、ショーケース１Ｆと、ショーケー
ス１Ｃは、ショーケース１Ｇと、ショーケースＤは、ショーケース１Ｈとそれぞれ対向し
て一対を構成する。
【００３１】
　本実施例における制御装置は、汎用のマイクロコンピュータによって構成された主制御
装置３３と、各ショーケース１のそれぞれに設けられるケース制御装置Ｃとから構成され
る。主制御装置３３は、スーパーマーケットなどの警備室等に設けられ、各ケース制御装
置Ｃと通信線３４を介して接続される。
【００３２】
　ケース制御装置Ｃは、汎用のマイクロコンピュータにより構成されており、図５の電気
ブロック図に示すように入力側には、当該ショーケース１に人が接近したことを感知する
人感センサ１１と、当該ショーケース１が設置される店舗内などの照度（周囲照度）を検
出するための照度センサ４８と、陳列室５内の温度を検出するための庫内温度センサ５０
が接続されている。
【００３３】
　本実施例では、人感センサ１１は、上述した如き通路Ｐを構成する各ショーケース１の
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うち当該通路Ｐに進入する人の接近を最初に感知できる位置に設けられるショーケース１
に設置されている。ここでは、通路Ｐの端部に設置され、対向するショーケース１のうち
の一方のショーケース、即ちショーケース１Ａを構成する断熱箱体２の上部中央前面等に
設けられている。
【００３４】
　また、照度センサ４８は、本体２の外面、例えば天面などの周辺機器の影の影響を受け
にくい位置に設けられているものとする。なお、当該照度センサ４８は、複数台設置され
るショーケース１のそれぞれに設置されていてもよく、何れか一台のみ、例えば、上記人
感センサ１１が設置されているショーケースのみに設置されていても良い。
【００３５】
　そして、ケース制御装置Ｃの出力側には、上述した如き圧縮機や送風機などから構成さ
れる冷却装置Ｒが接続されていると共に、ＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７がインバ
ータ５４を介して接続されている。また、これに加えて、ケース制御装置Ｃの出力側には
、本体２の上部前面に設けられて陳列室５内の温度や、現在のモードを表示する温度表示
部（温度表示手段）５１が接続されている。
【００３６】
　以上の構成により、本実施例における各ショーケース１の照明制御について説明する。
先ず、照度センサ４８が設置されているショーケース１Ａのケース制御装置Ｃは、店舗内
（周囲）の照度を照度センサ４８により検出し、当該照度を主制御装置３３に送信する。
主制御装置３３は、当該照度に基づいて陳列室５に設けられる各ショーケース１のそれぞ
れのＬＥＤ照明装置１５による最大照度を決定する。本実施例では、照度センサ４８によ
り検出される周囲の照度よりも所定の照度だけ陳列室５内が明るくなるように最大照度を
決定する。
【００３７】
　そして、人感センサ１１が設置されているショーケース１Ａのケース制御装置Ｃは、当
該ショーケース１Ａに人が接近した、即ち、ショーケース１Ａから所定の距離範囲内に人
が入ったことの前記人感センサ１１による感知出力に基づき、各ショーケース１により構
成される通路Ｐ内に人が接近したことを主制御装置３３に出力する。
【００３８】
　これにより、主制御装置３３は、全てのショーケース１Ａ～１Ｈのケース制御装置Ｃに
対し、ＬＥＤ照明装置１５の照度を明るくすることを出力する。これに基づき、各ショー
ケースのケース制御装置Ｃは、ＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７に通電を行う。その
ため、原則として各ＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７は、人感センサ１１により人が
接近したことを感知していない状態では、非通電とされ、消灯されているものとする。
【００３９】
　このとき、主制御装置３３は、人感センサ１１による人が接近したことの感知に基づき
、各ケース制御装置Ｃに対し、それぞれを所定時間ずつ遅延させて各ＬＥＤ照明装置１５
の照度を明るくしていくように出力する。即ち、主制御装置３３は、当該人感センサ１１
が設けられたショーケース１Ａ及び当該ショーケース１Ａと対を成すショーケース１Ｅを
初めとして当該ショーケース１Ａ（１Ｅ）より遠い位置のショーケース１Ｄ（該ショーケ
ース１Ｄと対を成すショーケース１Ｈ）に渡って順次ＬＥＤ照明装置１５の照度を明るく
していくように、各ケース制御装置Ｃに出力する。各ケース制御装置Ｃは、それぞれのＬ
ＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７の通電電流／電圧を制御して消灯の状態から徐々に照
度を明るくしていき、最終的には、上述の如く周囲照度に基づき決定された最大照度まで
明るくする。
【００４０】
　これにより、人感センサ１１が設けられたショーケース１Ａ及び当該ショーケースと対
を成すショーケース１Ｅを初めとして当該ショーケースより遠い位置のショーケース１Ｄ
（１Ｈ）に渡って順次ＬＥＤ照明装置１５の照度を明るくして行くので、各ショーケース
に設けられるＬＥＤ照明装置１５による照明演出効果を向上させることができ、陳列効果
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の向上を図ることができる。
【００４１】
　また、この場合、各ケース制御装置Ｃは、各ＬＥＤ素子１７を消灯の状態から除去に照
度を明るくしていき、周囲の照度に基づき決定された最大照度にて陳列室５内の照明を行
うことから、各ショーケース１のＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７による明るさを、
当該ショーケース１が設置される店舗内等の周囲の明るさに対応させて決定することがで
き、周囲の照明との違和感を回避することが可能となる。
【００４２】
　これにより、適切な照度にてＬＥＤ照明装置１５により効果的に陳列室５内を照明する
ことが可能となり、照明効果の向上を実現することができる。
【００４３】
　そして、主制御装置３３は、ショーケース１Ａのケース制御装置Ｃより出力される人感
センサ１１により人が接近したことを検出しなくなったことに基づき、その時点から所定
時間、経過した後に、各ケース制御装置Ｃに対し、それぞれのＬＥＤ照明装置１５の照度
を暗くするよう、若しくは、消灯するように出力する。これにより、各ケース制御装置Ｃ
は、主制御装置３３からの出力に基づき、ＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７への通電
量を減少、若しくは、停止し、消灯する。
【００４４】
　このように、並設された複数台のショーケース１Ａ～１Ｄ（１Ｅ～１Ｈ）のうち、最初
に人の接近を感知できる位置のショーケース１Ａに設けられた人感センサ１１によって、
人の接近を感知した場合、複数台のショーケース１Ａ～１Ｈ全てのＬＥＤ照明装置１５の
照度を明るくすることにより、少ない数の人感センサ１１にて人の接近を感知し、これに
基づいて各ショーケース１Ａ～１ＨすべてのＬＥＤ照明装置１５の照度を制御することが
可能となる。そのため、設置コストの高騰を抑制することが可能となる。
【００４５】
　また、最初に人の接近を感知できる位置のショーケース１Ａに設けられた人感センサ１
１による人の接近感知に基づき、すべてのＬＥＤ照明装置１５は明るい照度にて照明を行
うことから、必要以上にそれぞれのＬＥＤ照明装置１５が点灯されることによるランニン
グコストの高騰を抑制することが可能となる。
【００４６】
　また、本実施例では、上述したように相互に対向して設けられるショーケース１Ａ～１
Ｄと１Ｅ～１Ｈは、それぞれ対を成して、人感センサ１１が設けられるショーケース１Ａ
における人の接近感知により、主制御装置３３からそれぞれのケース制御装置Ｃへの出力
によって、双方のＬＥＤ照明装置１５について実行される。そのため、それぞれ並設され
て構成されるショーケースの列毎に人感センサ１１を設けることなく、対向する何れか一
方のショーケース、ここでは、ショーケース１Ａに設けられる人感センサ１１に基づいて
それぞれのショーケース１Ａ～１ＨのＬＥＤ照明装置１５の照度を制御することが可能と
なる。
【００４７】
　そのため、全てのショーケースに人感センサ１１を設置する場合に比して、設置コスト
の高騰を抑制することが可能となると共に、相互に対応するショーケースを一対として同
様の照明制御が行われるため、演出効果の向上を図ることが可能となる。
【００４８】
　なお、係る実施例では、通路Ｐの入口側のショーケース１Ａのみに人感センサ１１を設
けているが、これに限定されるものではなく、通路Ｐのショーケース１とは反対側、即ち
、ショーケース１Ｄ（若しくはこれと対を成すショーケース１Ｈ）にも人感センサ１１を
設け、当該人感センサ１１による人の接近感知に基づき、上記実施例と略同様に各ショー
ケースのＬＥＤ照明装置１５による照明制御を行っても良い。
【００４９】
　次に、参考例１としてのショーケースの照明制御について図６を参照して説明する。当
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該参考例１における各ショーケース１及び制御装置３３及びＣは、上記実施例と略同様の
構成とされているため、説明を省略する。係る参考例１では、通路Ｐを構成する列３１Ａ
の各ショーケース１Ａ～１Ｄのそれぞれに人の接近を感知するための人感センサ１１が設
けられている。
【００５０】
　係る構成により、参考例１における各ショーケース１の照明制御について説明する。先
ず、照度センサ４８が設置されているショーケース１Ａのケース制御装置Ｃは、店舗内（
周囲）の照度を照度センサ４８により検出し、当該照度を主制御装置３３に送信する。主
制御装置３３は、当該照度に基づいて陳列室５に設けられる各ショーケース１のそれぞれ
のＬＥＤ照明装置１５による最大照度としての第２の照度を決定する。本参考例では、照
度センサ４８により検出される周囲の照度よりも所定の照度だけ陳列室５内が明るくなる
ように第２の照度を決定する。これに基づき、主制御装置３３は、当該第２の照度よりも
所定照度だけ暗い第１の照度も決定する。
【００５１】
　そして、各ショーケース１Ａ～１Ｄに設けられる何れかの人感センサ１１に人Ｊが接近
した、即ち、ショーケース１Ａ～１Ｄの何れかから所定の距離範囲内に人Ｊが入ったこと
の前記人感センサ１１による感知出力に基づき、該人感センサ１１が設けられるケース制
御装置Ｃは、通路Ｐ内に人Ｊが接近したことを主制御装置３３に出力する。
【００５２】
　これにより、主制御装置３３は、全てのショーケース１Ａ～１Ｈのケース制御装置Ｃに
対し、ＬＥＤ照明装置１５の照度を第１の照度にて照明することを出力する。これに基づ
き、各ショーケースのケース制御装置Ｃは、ＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７に通電
を行う。そのため、原則として各ＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７は、人感センサ１
１により人Ｊが接近したことを感知していない状態では、非通電とされ、消灯されている
ものとする。
【００５３】
　上記に加えて、主制御装置３３は、人Ｊが接近したことを感知している人感センサ１１
が設けられているショーケース１のケース制御装置Ｃ及び当該ショーケースと対を構成す
るショーケースのケース制御装置Ｃには、ＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７の照度を
上記第１の照度よりも明るい第２の照度（最大照度）にて照明することを出力する。
【００５４】
　従って、主制御装置３３は、何れかのケース制御装置Ｃに出力される人感センサ１１に
て人Ｊの接近を感知している場合には、全てのショーケース１Ａ～１Ｈに設けられるＬＥ
Ｄ照明装置により第１の照度によって照明すると共に、人Ｊの接近を感知している人感セ
ンサ１１が設けられているショーケースとそのショーケースと相対向して対を構成してい
るショーケースは他のショーケースよりも明るい第２の照度によって照明する。
【００５５】
　これにより、実際に人Ｊが接近しているショーケースと当該ショーケースと対を構成し
ているショーケースを他のショーケースよりも明るく照明することで、演出効果の向上を
図ることができ、当該ショーケースに陳列される商品の購買意欲を高めることが可能とな
る。
【００５６】
　また、通路Ｐ内に進入した人Ｊが移動することによって、人Ｊが接近していることを感
知している人感センサ１１が異なってくる。例えば、通路Ｐに人Ｊが進入することによっ
て、初めショーケース１Ａに設けられていた人感センサ１１が人の接近を感知している。
しかし、当該人Ｊが通路Ｐの奥方向に移動することによって、ショーケース１Ａに設けら
れていた人感センサ１１は、人Ｊの接近を感知しなくなると共に、隣接して設けられるシ
ョーケース１Ｂに設けられる人感センサ１１が人Ｊの接近を感知する。
【００５７】
　この場合、主制御装置３３は、実際に人Ｊの接近を感知している人感センサ１１が、シ
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ョーケース１Ａに設けられていたものからショーケース１Ｂに設けられているものに変更
されることによって、他のショーケースよりも明るく照明されるショーケースも１Ａから
１Ｂに変更される（移動する）。
【００５８】
　そのため、人Ｊが最も接近しているショーケースを常に他のショーケースよりも明るく
照明することが可能となり、演出効果の向上を図ることができ、購買意欲を高めることが
可能となる。
【００５９】
　また、各ケース制御装置Ｃは、各ＬＥＤ素子１７を消灯の状態から周囲の照度に基づき
決定された第１の照度、又は、当該第１の照度よりも明るい第２の照度（最大照度）にて
陳列室５内の照明を行うことから、各ショーケース１のＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子
１７による明るさを当該ショーケース１が設置される店舗内等の周囲の明るさに対応させ
て決定することができ、周囲の照明との違和感を回避することが可能となる。
【００６０】
　これにより、適切な照度にてＬＥＤ照明装置１５により効果的に陳列室５内を照明する
ことが可能となり、照明効果の向上を実現することができる。
【００６１】
　なお、係る参考例では、人の接近を感知している人感センサ１１が設けられたショーケ
ース以外の全てのショーケースのＬＥＤ照明装置１５を第２の照度よりも暗い第１の照度
とし、人が接近しているショーケースのＬＥＤ照明装置１５の照度と、それ以外のショー
ケースのＬＥＤ照明装置１５の照度を異なるものとしているが、これに加えて、人の接近
を感知している人感センサ１１が設けられたショーケース以外のショーケースの照度は、
人の接近を感知している人感センサ１１が設けられたショーケースから遠い位置に設置さ
れるショーケースほど、暗くなるように照明制御を行っても良い。これにより、人が最も
接近しているショーケースのＬＥＤ照明装置１５を最も明るく照明し、並設されるショー
ケースは遠くに行くに従って徐々に暗くなるように照明することで、全体の明るさをグラ
デーションさせることができ、より一層演出効果を向上させることができる。
【００６２】
　そして、主制御装置３３は、各ショーケース１Ａ～１Ｄに設けられるいずれの人感セン
サ１１によっても人Ｊが接近したことを検出しなくなった場合、その時点から所定時間、
経過した後に、各ケース制御装置Ｃに対し、それぞれのＬＥＤ照明装置１５の照度を暗く
するよう、若しくは、消灯するように出力する。これにより、各ケース制御装置Ｃは、主
制御装置３３からの出力に基づき、ＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７への通電量を減
少、若しくは、停止し、消灯する。なお、各ショーケースのＬＥＤ照明装置１５のそれぞ
れの照度が異なる場合、即ち、上述したように、人の接近を感知している人感センサ１１
が設けられたショーケースと、これよりも遠い位置に設けられるほど暗くなるように照度
制御されたショーケースとでは、人を検出しなくなった時点から所定時間経過後に、同時
に消灯、若しくは暗くなるようにしても良いが、これに限定されるものではなく、それぞ
れの照度毎に段階的に照度を暗くし、最終的に消灯、若しくは、所定の暗い照度としても
良い。このとき、同時に消灯、若しくは、所定の暗い照度としても良いが、照度に応じて
それぞれ段階的に照度を暗くすることで、各ショーケースで遅延させて消灯、若しくは、
所定の暗い照度としても良い。
【００６３】
　これにより、並設される複数台のショーケースに設けられる人感センサ１１による人Ｊ
の接近感知に基づき、すべてのＬＥＤ照明装置１５は所定の照度にて照明を行うことから
、必要以上にそれぞれのＬＥＤ照明装置１５が点灯されることによるランニングコストの
高騰を抑制することが可能となる。
【００６４】
　また、係る参考例においても、上述したように相互に対向して設けられるショーケース
１Ａ～１Ｄと１Ｅ～１Ｈは、それぞれ対を成して、人感センサ１１が設けられるショーケ
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ース１Ａにおける人Ｊの接近感知により、主制御装置３３からそれぞれのケース制御装置
Ｃへの出力によって、双方のＬＥＤ照明装置１５について実行される。そのため、それぞ
れ並設されて構成されるショーケースの列毎に人感センサ１１を設けることなく、対向す
る何れか一方のショーケース、ここでは、ショーケース１Ａ～１Ｄに設けられる人感セン
サ１１に基づいてそれぞれのショーケース１Ａ～１ＨのＬＥＤ照明装置１５の照度を制御
することが可能となる。
【００６５】
　そのため、全てのショーケースに人感センサ１１を設置する場合に比して、設置コスト
の高騰を抑制することが可能となると共に、相互に対応するショーケースを一対として同
様の照明制御が行われるため、演出効果の向上を図ることが可能となる。
【００６６】
　なお、本参考例では、列３１Ａを構成するショーケース１Ａ～１Ｄに人感センサ１１を
それぞれ設けているが、これに限定されるものではなく、相対向して対を形成するショー
ケースの何れか一方に設けられていれば良いものとする。
【００６７】
　次に、参考例２としてのショーケースの照明制御について図７を参照して説明する。当
該参考例２における各ショーケース１及び制御装置３３及びＣは、上記実施例と略同様の
構成とされているため、説明を省略する。また、上記参考例１と同様に、通路Ｐを構成す
る列３１Ａの各ショーケース１Ａ～１Ｄのそれぞれに人Ｊの接近を感知するための人感セ
ンサ１１が設けられている。
【００６８】
　係る構成により、参考例２における各ショーケース１の照明制御について説明する。先
ず、照度センサ４８が設置されているショーケース１Ａのケース制御装置Ｃは、店舗内（
周囲）の照度を照度センサ４８により検出し、当該照度を主制御装置３３に送信する。主
制御装置３３は、当該照度に基づいて陳列室５に設けられる各ショーケース１のそれぞれ
のＬＥＤ照明装置１５による最大照度としての第２の照度を決定する。本参考例では、照
度センサ４８により検出される周囲の照度よりも所定の照度だけ陳列室５内が明るくなる
ように第２の照度を決定する。これに基づき、主制御装置３３は、当該第２の照度よりも
所定照度だけ暗い第１の照度も決定する。
【００６９】
　そして、各ショーケース１Ａ～１Ｄに設けられる何れかの人感センサ１１に人Ｊが接近
した、即ち、ショーケース１Ａ～１Ｄの何れかから所定の距離範囲内に人Ｊが入ったこと
の前記人感センサ１１による感知出力に基づき、該人感センサ１１が設けられるケース制
御装置Ｃは、通路Ｐ内に人Ｊが接近したことを主制御装置３３に出力する。
【００７０】
　これにより、主制御装置３３は、人Ｊの接近を感知した人感センサ１１が設けられるシ
ョーケースに隣接するショーケース、及び、これらと相対向して対を構成するショーケー
スのケース制御装置Ｃに対し、ＬＥＤ照明装置１５の照度を第１の照度にて照明すること
を出力する。これに基づき、人Ｊの接近を感知した人感センサ１１が設けられるショーケ
ースに隣接するショーケース及びこれらを対を構成するショーケースのケース制御装置Ｃ
は、ＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７に通電を行う。そのため、原則として各ＬＥＤ
照明装置１５のＬＥＤ素子１７は、人感センサ１１により人Ｊが接近したことを感知して
いない状態では、非通電とされ、消灯されているものとする。
【００７１】
　また、主制御装置３３は、人Ｊが接近したことを感知している人感センサ１１が設けら
れているショーケース１のケース制御装置Ｃと、当該ショーケースと隣接したショーケー
スを除くショーケースと、これらとそれぞれ対を構成するショーケースのケース制御装置
Ｃには、ＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７の照度を上記第１の照度よりも明るい第２
の照度（最大照度）にて照明することを出力する。
【００７２】
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　従って、主制御装置３３は、人Ｊの接近を感知している人感センサ１１が接続されてい
るケース制御装置Ｃがある場合には、当該ショーケースに隣接するショーケースに設けら
れるＬＥＤ照明装置１５により第１の照度によって照明すると共に、人Ｊの接近を感知し
ている人感センサ１１が設けられているショーケースと、上記隣接するショーケース以外
のショーケース、更には、これらと相対向して対を構成しているショーケースは隣接する
ショーケースよりも明るい第２の照度によって照明する。
【００７３】
　これにより、実際に人Ｊが接近しているショーケースを隣接するショーケースよりも明
るく照明することができ、演出効果の向上を図ることができ、当該ショーケースに陳列さ
れる商品の購買意欲を高めることが可能となる。
【００７４】
　また、通路Ｐ内に進入した人Ｊが移動することによって、人Ｊが接近していることを感
知している人感センサ１１が異なってくる。例えば、通路Ｐに人Ｊが進入することによっ
て、初めショーケース１Ａに設けられていた人感センサ１１が人Ｊの接近を感知している
。しかし、当該人Ｊが通路Ｐの奥方向に移動することによって、ショーケース１Ａに設け
られていた人感センサ１１は、人Ｊの接近を感知しなくなると共に、隣接して設けられる
ショーケース１Ｂに設けられる人感センサ１１が人Ｊの接近を感知する。
【００７５】
　この場合、主制御装置３３は、実際に人Ｊの接近を感知している人感センサ１１が、シ
ョーケース１Ａに設けられていたものからショーケース１Ｂに設けられているものに変更
されることによって、両隣のショーケースよりも明るく照明されるショーケースも１Ａか
ら１Ｂに変更される（移動する）。
【００７６】
　そのため、人Ｊが最も接近しているショーケースを常に隣接して設けられるショーケー
スよりも明るく照明することが可能となり、演出効果の向上を図ることができ、購買意欲
を高めることが可能となる。
【００７７】
　また、各ケース制御装置Ｃは、各ＬＥＤ素子１７を消灯の状態から周囲の照度に基づき
決定された第１の照度、又は、当該第１の照度よりも明るい第２の照度（最大照度）にて
陳列室５内の照明を行うことから、各ショーケース１のＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子
１７による明るさを、当該ショーケース１が設置される店舗内等の周囲の明るさに対応さ
せて決定することができ、周囲の照明との違和感を回避することが可能となる。
【００７８】
　これにより、適切な照度にてＬＥＤ照明装置１５により効果的に陳列室５内を照明する
ことが可能となり、照明効果の向上を実現することができる。
【００７９】
　そして、主制御装置３３は、各ショーケース１Ａ～１Ｄに設けられるいずれの人感セン
サ１１によっても人Ｊが接近したことを検出しなくなった場合、その時点から所定時間、
経過した後に、各ケース制御装置Ｃに対し、それぞれのＬＥＤ照明装置１５の照度を暗く
するよう、若しくは、消灯するように出力する。これにより、各ケース制御装置Ｃは、主
制御装置３３からの出力に基づき、ＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７への通電量を減
少、若しくは、停止し、消灯する。
【００８０】
　これにより、並設される複数台のショーケースに設けられる人感センサ１１による人Ｊ
の接近感知に基づき、すべてのＬＥＤ照明装置１５は所定の照度にて照明を行うことから
、必要以上にそれぞれのＬＥＤ照明装置１５が点灯されることによるランニングコストの
高騰を抑制することが可能となる。
【００８１】
　また、係る参考例においても、上述したように相互に対向して設けられるショーケース
１Ａ～１Ｄと１Ｅ～１Ｈは、それぞれ対を成して、人感センサ１１が設けられるショーケ
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ース１Ａにおける人の接近感知により、主制御装置３３からそれぞれのケース制御装置Ｃ
への出力によって、双方のＬＥＤ照明装置１５について実行される。そのため、それぞれ
並設されて構成されるショーケースの列毎に人感センサ１１を設けることなく、対向する
何れか一方のショーケース、ここでは、ショーケース１Ａ～１Ｄに設けられる人感センサ
１１に基づいてそれぞれのショーケース１Ａ～１ＨのＬＥＤ照明装置１５の照度を制御す
ることが可能となる。
【００８２】
　そのため、全てのショーケースに人感センサ１１を設置する場合に比して、設置コスト
の高騰を抑制することが可能となると共に、相互に対応するショーケースを一対として同
様の照明制御が行われるため、演出効果の向上を図ることが可能となる。
【００８３】
　なお、本参考例では、列３１Ａを構成するショーケース１Ａ～１Ｄに人感センサ１１を
それぞれ設けているが、これに限定されるものではなく、相対向して対を形成するショー
ケースの何れか一方に設けられていれば良いものとする。
【００８４】
　上記各実施例において、各ショーケースのケース制御装置Ｃは、通電により発熱が生じ
るＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７の保護を行うため、ＬＥＤ照明装置１５自体が著
しく劣化・故障等を招来する可能性が高い温度となると想定される庫内温度を予め高温度
値として保持している。なお、当該高温度値は、任意に設定可能とされている。
【００８５】
　そして、ケース制御装置Ｃは、陳列室５内に設置されている庫内温度センサ５０の検出
温度に基づき、当該温度が前記高温度値に達すると、当該ショーケースに設けられるＬＥ
Ｄ照明装置１５のＬＥＤ素子１７への通電電流／電圧を制御して、照度を暗くする。
【００８６】
　本実施例では、最大照度の５０％程度の照度とする。なお、当該照度は、これに限定さ
れるものではなく、高温度値検出に基づき、ＬＥＤ照明装置１５を消灯としても良く、段
階的にＬＥＤ照明装置１５の照度を暗くしても良い。
【００８７】
　これにより、通電によるＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７自体からの発熱を低減す
ることが可能となる。従って、試運転モードや非冷モードなどにおいて、陳列室５内が所
定の冷却温度にまで冷却されていない状態でＬＥＤ照明装置１５の照度が明るく点灯され
ることにより、異常に該ＬＥＤ照明装置１５のＬＥＤ素子１７が加熱し、それ自体の劣化
や故障が生じる不都合を回避することが可能となる。
【００８８】
　また、ケース制御装置Ｃは、当該高温度値検出に基づくＬＥＤ照明装置１５の照度低下
（又は消灯）制御に伴い、ショーケース１の本体２に設けられた温度表示部５１にて、現
在試運転モードである表示、や非冷モードである表示を行う。
【００８９】
　これにより、現在、ＬＥＤ照明装置１５の照度が暗くなるように制御されていることを
使用者に報知することができ、故障等によるものでないことを認識させることができる。
【００９０】
　上述したようなＬＥＤ照明装置１５の照度制御を行っても、当該ＬＥＤ照明装置１５を
構成するＬＥＤ素子１７は、従来照明装置として用いられていた蛍光灯に比してＯＮ／Ｏ
ＦＦによる耐久性が高く、低温環境下でもＯＮ／ＯＦＦ制御に追従して所定の照度を確保
することができるため、適切な照明制御を実現することが可能となる。
【００９１】
　また、ＬＥＤ素子１７は、蛍光灯に比して耐用年数が著しく長いため、照明の交換作業
を不要とすることができる。そのため、交換部品の常備や交換によって排出される廃棄物
の処理など煩雑な作業を不要とすることができる。
【図面の簡単な説明】
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【００９２】
【図１】本発明を適用するショーケースの正面図である。
【図２】図１のショーケースの部分拡大断面図である。
【図３】ＬＥＤ照明装置の側面図である。
【図４】制御システム構成図である。（実施例１）
【図５】ケース制御装置の電気ブロック図である。
【図６】制御システム構成図である。（参考例１）
【図７】制御システム構成図である。（参考例２）
【符号の説明】
【００９３】
　Ｒ　　冷却装置
　Ｐ　　通路
　Ｃ　　ケース制御装置
　Ｊ　　人
　１（１Ａ～１Ｈ）　ショーケース
　２　　断熱箱体（本体）
　５　　陳列室
　６　　前面開口
　７　　ガラス扉（扉）
　８　　支柱
　１１　人感センサ
　１５　ＬＥＤ照明装置
　１７　ＬＥＤ素子
　３１（３１Ａ、３１Ｂ）　列
　３３　主制御装置
　３４　通信線
　４６　照明取付部
　５４　インバータ
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